






On the Study of the Mechanisrn for the Tricot Knitting Machine 
Comparition of the frequency for the shape of the cams. 
Kaoru OKUDA 
It has been considered in the knitting machine field that those cams which have the 
sine curves as its displacement or its acceleration afford a most favourable movement. 
The author， however， have an opinion that the double eccentric cams are much 
better than the formers from the point of view of mechanical working and the knitt-
ing mechanism， as far as the limited range of a rota ting speed is concerned. 
The present paper deals with the comparison of the double eccentric cams in ques-
tion with 2 kinds of ordinary cams， together with the solutions desired. 
The new double eccentric cams were shown to have as litt1e vibration as the ordi-
nary ones and proved to be quite servicable. 








今 m.(K9 sec2/棚〉 リyヶfジの先端に加わる集中的質量
k (K9/c:m) リンケイジ全体の相当スプリングの比
CL (K9 sec/ c:m) リンケイジのダイピング係数















カム I 変位 ycが正弦曲線を描く場合
yc=与(1 -cos手)
h (cm) カムの最大変位。(radian) 最大変位hのときのカムの回転角
ω(radianj sec)カムの回転角速度


























Y2 =A2sinヂ +B2cosチ+c -・・・・ (6)
-・(7)ドー(子)2(A2SinET→ B2cos3~t ) 
となるo (5)， (6)を佐)に代入して係数を比較することによってん， B2' Cを求め得る。
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p2 _ (情-31+長}cos ( h Y=lT 
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d= +(ー ト)∞sET(引-1 
r ~ ." " " " " • ・・仰
を得るo
H，加速度が正弦曲線を描く場合
h ^ h. 2π0 





















p2=~ + k， - m 
q2=~ - m 
仰を(16)に代入して









2πωt . ~ 2πωt 















Y2 主一一 q2 -un2πωt 
z一勧 (27L)2-J H 
Y = Yl +わであるから
-・(24)q2 ‘ r ._--p2 . p2 
q2 _，_2πωt . h却y = A1sinpt+ B1cospt+一一 / 、 sin-'.;-~ +一2π f 2πω，2...2 s I s 





1- P (2π(2πωV _2βp2 ) 1一一一} ._p~ 
¥ s / 
これを仰に代入して
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......・ (2$q2 2πωt I h q2 ---=:T cospt十一一・ I一 -¥-9_---Sln -一一+一一一一一一ωt一一二子p2 -~~l:' w I 2r -{~型ι~2_ ..".2β3 
¥ s / 
たわみ量を 8とすると
a = y -yc 
1 J h q2 I h q2 _ _ l一一一-i一一「一一一一一一+~- '?ω r sinpt一三子 cosptp l 2π f2πωV _2 s p2 U.I J 
{-l:i-J - P畠¥ s J 
.......・倒+会(五EL+1)sinTサ(手-1)ωtす
¥ s ) -P. 
_ S1 _ l¥ ~2 _ _ 2 _ k k 前と同様にして r一一一=0 p= q2 =一一 p =../ 一一
ロ m m 
ωn/ω=nとおき自由振動の項は短時間のうちに消滅するものと考えてこれを無視すると，
-ω時
......的a = ~ (-Tsn \T-~ ) sin 2swt-π(安y-1 
となるo






















d2y _ -L ....2u_.... d _~_ (1 _ ....C>'-，+ '1 l -L _)~ 批~- + p2y=q 2t~2- 1 -cosωt))十百(1 -cos 2ωt) -r 
自由振動の項
Yl = A1sinpt十 B1cospt
強制振動の項










:':2 = -W2 {A2sinωt +B2cosωt}ー (2w)2{C2sin2wt十 D2cos2ωt}
dt一
附，仰を制に代入して係数を比較してん.B2t C20 D2 • C を求めるo
A2 = 0 
B =--1L-.1L 2ω2-P2 - 2 
くー.'..Of....・・ ~j5)
C2 = 0 
D2=-q2.主-
(2ω)2_p2 -8 
c =-1-+fE hq2 ν， 8pー
したがって
h q2 _.， h q2 r 1 5 hq2 




__q2一一 cos2ωt(2w)2_p2 寸史ォcosωt十 hω“ -D~δ 
_~-L~ hq2 一一一一-p2' 8 p2 
初期条件として
t=Oのとき， y=O， y'=Oより
一旦Lム h q2 -L ~__ _5_ 
p2一ω2 I 8 p2ー (2ω)2 I p2 8 
y=A1s矧+B1cospt十t
hq2 
p2 B，=J! -1-2 
A1 = 0 
故に
5 hq2 i 一一忌--P2-jcotpt q2 I r 一一一一一一p2_(伽 )2 I p2 
?
??yzJ1L q2 
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一一一~- :. -- cos2wt C2n)2-1 
となるo
前と同様にして ks，S1を無視すると
O =-4-( ~ 1 _ ) ロ~ 1 - J cosωt +コ



















圧縮試験を行なれそれらの相当スプリ""./!f'比をそれぞれ Kb，Kc， Kd (KfJ/c:m)とし荷重を Rb，
Rc. Rd， (KfJ)， その時のたわみをさb，乙，む， (棚〕とすると??
?
? ? ? ??、
?
? ~ . ~ . . .・(43)
-・・・・・・・・但)
Kd= l~Rd d=--~-一 …・…ー し・邸)
Cd 
l 











各レパーの重さを Wb，Wc， Wd， 第 6 図




g. mb = Wb (去bY 制
f b ¥2 Wb .mb=t五 b) ~U 働
力ムレパーCについては












??• • ??• • • • • • • ?
-・・(52)
m=(走r~b + (会r_YVa_""i~JY~ ?
(4) カム回転数R(r.p.m)，振動数f(cycle/ sec).角速度ωとすると振動比nは次のようになるO
2πR 






ロ I ~ _ ¥.針。
釘=言l(告y_ 1 ) si割m -13 
カム Eについては
s-H I Cosa 十王王 1一一一 cos2甲 Tn2亡 1cu:sv I 8 (2n~ ~U~~ 





145 _-ro， -J. '?: ，. この場合カムI. nについてはO話。豆I面 πである」とに注意せねばならなし、。カムが1回転す
るときを考えるには従動節が変位Oより最高の変位で停止する間はとび上りや浮はないものと考え
るO カム Eについては二個の曲椋の重ね合せであるから厳密には合成した場合にも停止期聞がなく





















(1) カム 1 HI=14捌
カム n Hu=14捌
カム I HUI=28腕





K = 8，730Kg/:m 
但) リンケイジ先端にかかる相当質量
h tとして
W B=2.39Kg， Wc=0.40Kg， W n=1.39K9 
m=1.3 x 10-3Kgsec2/cm 
性.) nの決定
毎分回転数羽0，400においては
ω300 =:= 10πradian/sec 
40 






































また変位がOより hまでになる角変位はカム L H 







1. 7JA I n.カ.6.2
400 r.p. m 31'史イ主壷 3，Jマキ位置/




Obl=2. 7 X 10-3捌
ow=0.6 X 10-3捌
ods=3.5x 10-3捌
oy同 zニ 6.2x10-3m 
Obl =2. 7 x 10-3mm 
oca=0.5x10-3捌
od6=1.9 X 10-3捌









































tJ4 3， 300 q.悦
(a) 調史-<fI.置 1. パギA1r11 









400 Y. p. rn 
















5 む す び
理論的にはjカム Iのリンケイジの先端の最大振幅はカムEの場合よりも少さくなるが実際測定し
てみるとその値はほとんど変らないことを知った。
このカム振動の考え方および計算法によると三個のカムの定性的振動を比較してみるとカムEが
一番小なる捌置を有することを示し，次に第一カム，第三カムの順序であることを知った。
なお，この研究にあたり尽力された折山一郎君，淵田忠正君に探く感謝するO
(昭和四年9月28日受理〉
